
植物病原菌の鞭毛を構成する糖タンパ
ク質フラジェリンについて、糖の結合位
置と糖の不均質性の関係を調べました。 
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技術の特徴 

 食総研の質量分析は… 

• 多種の装置による比較検討が可能 → 試料に適した装置が選択できる 

• 試料に含まれる多数の化合物の構造推定が可能 

• 不完全精製OK 

• 微量でOK 

参考：  T. Konishi et. al. Carbohydrate Research, 344 (16), 2250-2254 (2009) 

 F. Taguchi et. al. Microbiology,156 (1) 72-80 (2010) 

今後の展開： 各種質量分析法による構造解析を、共同研究として承ります。 
本研究は、生研センター「新技
術・新分野創出のための基礎研
究推進事業」により、岡山大学、
森林総合研究所、食総研状態分
析ユニット、成分解析ユニットの
共同研究として実施しました。 

研究の内容 
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フラジェリンが重合して鞭毛を形成したときに、外側に位置する
セリンに結合する糖鎖が不均質性を有することがわかりました。 


